
 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                    

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今年一番です。今の私ができる機会を与えて下さった校⾧先生です。県立 

学校への転勤を果たさせて下さり、部活動の部員がゼロになっても捲土重来 

を期せるよう、励ましを頂けた結果、日本一の栄冠を手にする生徒にも出会 

うことができました。 

 退職されて後、毎年手書きで温かい励ましを下さいます。年々、健康管理に 

ついての記述が増えてはおられますが。 

 こんな教師生活を送らせてもらっていることに感謝です。(ご年配 男性) 

かつて一度だけ、教え子と、同僚として同じ学年団で勤務 

したことがあります。 

三年間、力になってくれた卒業生です。土俵が変われば 

やり方も変わる。しかも、最後はコロナ禍でと・・・。 

でも、しんどかった以上に楽しかった。 

彼はもっと大変だったかもしれません。  (36 歳男子) 

この写真の子ではありません。妹は小学校時代から陸上競技 

で輝き、比較されることもしばしばだったと思います。 

能力は高い分、気力がなかなか漲らず、「次に遅刻したら陸上 

競技部員」の約束で、縁があった生徒です。 

家族想いの優しい子ですが、左下の白い車を乗り回しつつ 

アース製薬でも中核として、今を頑張ってくれています。 

                      (27 歳男子) 

私が 1 言うと、冷静に 5 は返してくる、会話を楽しめる卒業生でした。能力の高さに、いろんな刺激を加えようと 

しましたが、自分の想いを崩すことなく、だが、こちらの想いを本気で受け止め、コツコツと努力をすることを惜し 

みませんでした。神戸大学を受験させたかったですが、共通テストの兼ね合いで広島大学に行ってしまいました。 

字は少し個性的ですが、さて来年はどんな就職先の報告が届くやら･･･。楽しみです。      （22 歳女子） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

昨年の一番の方からの本年度返信分です。心臓に負荷を与え 

てしまい，申し訳ありませんでした。 

 たかが一文、されど一文。一年で一度、彦星と織り姫のような 

ロマンチックなものでもないですが、それでも私に勇気を下さ 

る、かけがえのない方々です。    (私より一つ上 女性) 

これは生徒ではなく、お母様です。兄弟との兼ね合いで、 

「兵庫県立大学しか進学しない、それ以外はセンター試験 

後に就職先を探す」と、面談の度に本人がそう言い、その度 

にお母様が涙ぐまれていました。 

実際にセンター試験の後、県立大は難しいが他にあると 

いう話をしたときに、初めて子どもに言われました。 

「あなたの頑張りに報いるよう何とかする！」 

その一言で、彼の道は開けました。香川大学にご縁を頂き

ました。 

今では生徒よりお母様と、紙面での毎年の会話を楽しん

でいます。           (30 歳男子 のお母様) 

コロナ禍の少し前に、旦那様がお店を開店され、子育てをしながらの 

大変さ以上に、大打撃の中を耐えきった、そして、新たに自分のことに 

も時間を割くことができるようになったようです。 

頑張れ先生！！ これからの人生を大いに楽しんでほしいものです。 

(43 歳 女性) 

「真面目」というのは彼のためにある言葉かもしれません。高校時代 

は、どんな練習でも出し惜しみをすることなく「そこまで追い込む？」 

という生徒でした。不器用で、レギュラーで出場できないことも多く、 

報われないことも多かったですが、警察官の職を辞し、教員を目指し続 

けた結果、ついにその想いが実となりました。 

土俵は小学校と高校、島根と兵庫で違いますが、ともに頑張ろう。 

  (33 歳 男子) 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 競技経験のない部活動に足を踏み入れ、 

マネージャーとしていろんな板挟みの中で 

苦労を掛けました。 

 卒業以来の年賀状に、なんと私の卒園した 

保育園への就職を報告されて。 

 嬉しいやら懐かしいやら・・・。 

返信の年賀状を持って、直接会ってきました。 

(22 歳 女子) 

私に性格が似た生徒かもしれません。ただ、 

医療機関でさえ、利益ありきの状況は知って 

置くべきでしょう。 

 無償の愛など私語なのかもしれませんね。 

(33 歳 レントゲン技師男子) 

 書いてくれている字が見えにくいが、 

「学生のために主体的な課題発見力を！」 

 センター試験で大失敗。だが、国公立後期 

で北見工大へ。散々、したいように過ごした 

学生生活の後、その行動力を買われ、自動車 

業界某有名○○○自動車開発部へ。 

 並み居る有名難関大学・院生を押しのけ、 

チームのリーダーに。 

 数多くのその後の卒業生が、彼の話のお陰 

で、自分を生かせる進学(冒険)をしてくれま

した。チャンスは生かすもの！！ 

(38 歳 男性) 

 陸上競技部⾧距離選手でした。高校二年の秋、体育の授業中に 

蜂に刺されてアナフィラキシーショックを受けたようになって 

しまい⾧らく苦しみ、走ることも登校することも厳しくなり、 

部活動も退部しました。 

 卒業後、少しずつ元気を取り戻し、走ることも復活。年賀に 

あるように、元気に就職活動を行っているよう。 

高校時代に苦しんだ分、納得できる時間が過ごせたら。 

                      (22 歳 女性) 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 高校三年間の中では、「耳の痛い」、「分かっているのに心がえぐられる」、「うざい」話が、高校三年間を通じて 

心に残していた話の本質を、自分のその後の生活の中で自分に返してくれることのありがたさを、一年に一回は 

気付かせてもらえることの幸せを感じることが今年もできました。 

 皆さんとの共有できる時間は、三年間しかありません。ただ、影響を与えることは、三年間かもしれない。そ 

れ以上かもしれない。人生とは、得た知識をどう拡げるか、得た知識をどう用いることで自分の道を進んでいく 

こととなります。 

 皆さんの表現力は、大きな武器であることは嘘ではありません。ただ、それを生かそうとする欲がない。欲が 

ないから、知識を獲得する意味を感じない。 

皆さんとの残された時間はあと一年。焦る気持ちはありませんが、勿体なさは、日に日に募るばかりです。 

「たかがはがき一枚」。それらは、私にとっては「虚礼」ではなく、その一枚の為に多くの想い・気遣い・再会 

のチャンスをしたためてもらえることから、訴えることができればと思います。 

  

 今年の私の通知表からでした。 

 管理栄養士になりたくて、苦手な数学からも逃げることなく 

数Ⅲまで闘い(昔の教育課程では当たり前のことではありました) 

第一志望の大学ではなかったけれども、第一志望の職業に就くた 

めの大学に進学し、そこでの学びを充実させました。 

 新しい環境の中でいろんな悩みもあったと思いますが、かけが 

えのない授かった命との生活を、次の年賀で聞けることを楽しみ 

にします。                  (33 歳 女性) 

理系生徒でしたが、真面目ゆえに 

いろんな場面で悩み、一人で抱える 

中で、人間心理に興味を深め、学ぶ 

機会を求めました。 

 口数の多い生徒ではなかったが、 

環境は人を育てるとはこのことか 

もしれませんね。 

 今時の学生への助言を毎回伝え 

てくれます。感謝！ (26 歳 女性) 

 


